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(57)【要約】
【課題】電力効率を下げずに部品を削減した無線端末装
置を提供する。
【解決手段】第一の筐体及び該第一の筐体と可変自在に
連結される第二の筐体とを有する。そして、ＰＡ４１～
４３は、送信信号を増幅する。ＦＥＴスイッチ１４～１
６は、ＰＡ４１～４３とアンテナ９とを結ぶ伝送経路と
グランドとの間に設けられ、中間電圧を印加した場合、
印加した中間電圧に応じた静電容量を有する。開閉検知
部８は、第一の筐体と第二の筐体の位置関係に対応した
アンテナ９のインピーダンスを取得する。制御部７は、
スイッチ１１～１３のいずれか一つをＯＮにし、開閉検
知部８が取得した、アンテナ９のインピーダンスを基に
、スイッチがＯＮになっている伝送経路に配置されたＰ
Ａのインピーダンスとアンテナ９のインピーダンスとが
整合する静電容量を有するようにＦＥＴスイッチ１４～
１６に対して中間電圧を印加する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナを備える第一の筐体と、
　前記第一の筐体と可変自在に連結される第二の筐体と
　を備える無線端末装置であって、
　送信信号を生成するベースバンド処理部と、
　前記送信信号を増幅する複数の増幅器と、
　前記アンテナと前記増幅器のそれぞれとを結ぶ各伝送経路上に設けられた第１スイッチ
と、
　前記伝送経路とグランドとの間に設けられ、第１の所定電圧を印加するとＯＮになり、
第２の所定電圧を印加するとＯＦＦになり、前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧と
の中間電圧を印加した場合、印加した中間電圧に応じた静電容量を有する第２スイッチと
、
　前記第一の筐体と前記第二の筐体との位置関係に対応した前記アンテナのインピーダン
スを取得するインピーダンス取得部と、
　前記送信信号の周波数帯を基に、前記第１スイッチのいずれか一つをＯＮにし、且つ前
記インピーダンス取得部により取得された前記アンテナのインピーダンスを基に、前記第
１スイッチがＯＮになっている伝送経路に配置された前記増幅器のインピーダンスと前記
アンテナのインピーダンスとが整合するように前記第２スイッチの少なくとも一つに対し
て前記中間電圧を印加する制御部と、
　を備えたことを特徴とする無線端末装置。
【請求項２】
　前記インピーダンス取得部は、前記第一の筐体と前記第二の筐体との位置関係を検知す
るセンサを有し、検知した前記位置関係に応じて前記アンテナのインピーダンスを取得す
ることを特徴とする請求項１に記載の無線端末装置。
【請求項３】
　前記制御部は、アンテナのインピーダンスに対応する各前記第２スイッチに印加する電
圧の組合せが記載されたテーブルを記憶しており、前記アンテナのインピーダンスを基に
該テーブルを参照して、前記第２スイッチに印加する電圧を決定することを特徴とする請
求項１又は請求項２に記載の無線端末装置。
【請求項４】
　前記インピーダンス取得部は、前記アンテナからの反射波及び前記アンテナに向かう進
行波を基に前記アンテナのインピーダンスを検出し、
　前記制御部は、前記インピーダンス取得部により検出されるアンテナのインピーダンス
が所定の値になるように前記第２スイッチの静電容量を制御することを特徴とする請求項
１に記載の無線端末装置。
【請求項５】
　前記第１スイッチは、前記第１の所定電圧を印加するとＯＮになり、前記第２の所定電
圧を印加するとＯＦＦになり、前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧の中間電圧を印
加した場合、印加した中間電圧に応じた静電容量を有し、
　前記制御部は、送信信号の周波数帯及び前記アンテナのインピーダンスを基に、前記第
１スイッチのいずれか一つに対して第２の所定電圧を印加し、且つ前記インピーダンス取
得部により取得された前記アンテナのインピーダンスを基に、前記第1スイッチがＯＮに
なっている伝送経路に配置された前記増幅器のインピーダンスと前記アンテナのインピー
ダンスとを整合させる静電容量を有するように他の各前記第1スイッチ及び各前記第２ス
イッチに対して前記中間電圧を印加する
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一つに記載の無線端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 2012-199710 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　本発明は、無線端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話などの無線端末装置では、多バンド化や多機能化の要求が増加してきて
いる。ここで、多バンド化とは、様々な周波数帯を利用した無線通信を可能にすることで
ある。これに対して、無線端末装置では、小型化やコストダウンの要求も増加してきてい
る。そのため、なるべく少ない部品で多くのバンドに対応したり、多くの機能をサポート
したりするように、部品の削減が求められている。
【０００３】
　無線端末装置は、ＢＢ（Base　Band）部、ＰＡ(Power　Amplifier)、ＬＮＡ（Low　Noi
se　Amplifier）及びＤＵＰ（Duplexer）などを有している。ＢＢ部は、送信信号の変調
及び復調を行う。ＰＡは、送信信号を増幅する。ＬＮＡは、受信信号を増幅する。ＤＵＰ
は、送受信信号の分波及び合成を行う。そして、複数のバンドを使用する無線端末装置は
、使用するバンド（周波数帯）の数と同数のＢＢ部、ＰＡ、ＬＮＡ及びＤＵＰを有してい
る。このような複数のバンドを使用する無線端末装置では、使用するバンドの数よりもア
ンテナの数が少ない場合がある。その場合、無線端末装置は、各バンドに対応したＤＵＰ
とアンテナとの間にスイッチを有している。そして、使用するバンドに対応したＤＵＰへ
とスイッチを切り替えることで、無線端末装置は、各バンドを利用した無線通信を行って
いる。このスイッチの技術としては、スイッチの制御電圧を中間値に設定することで、ス
イッチを減衰器として使用する従来技術がある。
【０００４】
　また、無線端末装置では、ＰＡとＤＵＰとの間にＩＳＯ（Isolator）を配置して、アン
テナの位置の変化などによるアンテナインピーダンスの変動の影響がＰＡに及ばないよう
にしている場合がある。ここで、上述したように、近年は部品削減の要求が高まってきて
いるため、このＩＳＯの削除が検討されている。
【０００５】
　ＩＳＯを設けない場合、無線端末装置では、アンテナのインピーダンスが直接ＰＡの負
荷インピーダンスとなって見える。そのため、ＰＡは、アンテナの負荷インピーダンスの
影響を受けることになる。
【０００６】
　ここで、クラムシェル型などの無線端末装置では、筐体が開いた状態と閉じた状態の二
つの状態がある。そして、このような無線端末装置では、それぞれの状態において筐体に
おけるアンテナの位置が変化する。具体的には、筐体が開いている場合には、アンテナは
筐体のほぼ中央に位置するのに対して、筐体が閉じている場合には、アンテナは筐体の端
部に位置する。そして、筐体に対するアンテナの位置が変化すると、アンテナのインピー
ダンスも変化することになる。そのため、ＩＳＯを削減した無線端末装置では、このアン
テナのインピーダンスの変化のＰＡへの影響を抑える技術が必要となる。
【０００７】
　従来、アンテナのインピーダンスが異なる場合、異なったインピーダンスにおいても装
置特性を確保するため、ＰＡの動作領域を飽和領域からバックオフをとり、負荷安定性を
高くして使用する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平９－２７０６５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、バックオフ量の大きいＰＡはバックオフを抑えたＰＡに比べて電力効率が劣化
し消費電力が増大する。このため、ＰＡにおけるバックオフ量を大きくする従来技術では
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ＩＳＯを用いないことで部品削減を実現しながら、高い電力効率を維持することは困難で
あった。
【００１０】
　開示の技術は、上記に鑑みてなされたものであって、電力効率を下げずに部品を削減し
た無線端末装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願の開示する無線端末装置は、一つの態様において、アンテナを備える第一の筐体と
、前記第一の筐体と可変自在に連結される第二の筐体とを備える。そして、ベースバンド
処理部は、送信信号を生成する。増幅器は、前記送信信号を増幅する。第１スイッチは、
前記アンテナと前記増幅器のそれぞれとを結ぶ各伝送経路上に設けられる。第２スイッチ
は、前記伝送経路とグランドとの間に設けられ、第１の所定電圧を印加するとＯＮになり
、第２の所定電圧を印加するとＯＦＦになり、前記第１の所定電圧と前記第２の所定電圧
との中間電圧を印加した場合、印加した中間電圧に応じた静電容量を有する。インピーダ
ンス取得部は、前記第一の筐体と前記第二の筐体との位置関係に対応した前記アンテナの
インピーダンスを取得する。制御部は、前記送信信号の周波数帯を基に、前記第１スイッ
チのいずれか一つをＯＮにし、且つ前記インピーダンス取得部により取得された前記アン
テナのインピーダンスを基に、前記第１スイッチがＯＮになっている伝送経路に配置され
た前記増幅器のインピーダンスと前記アンテナのインピーダンスとが整合するように前記
第２スイッチの少なくとも一つに対して前記中間電圧を印加する。
【発明の効果】
【００１２】
　本願の開示する無線端末装置の一つの態様によれば、電力効率を下げずに部品を削減す
ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、実施例１に係る携帯電話のブロック図である。
【図２】図２は、ＦＥＴスイッチの模式図である。
【図３】図３は、実施例１に係る携帯電話のＡＮＴスイッチ部の回路例を示す図である。
【図４】図４は、実施例１に係る携帯電話の設定情報テーブルの一例の図である。
【図５】図５は、実施例１に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである。
【図６】図６は、実施例１に係る携帯電話による負荷インピーダンスの変化を説明するた
めのスミスチャートである。
【図７】図７は、実施例２に係る携帯電話のブロック図である。
【図８】図８は、実施例２に係る携帯電話のＡＮＴスイッチ部の回路例を示す図である。
【図９】図９は、実施例２に係る携帯電話の設定情報テーブルの一例の図である。
【図１０】図１０は、実施例２に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである
。
【図１１】図１１は、実施例３に係る携帯電話のブロック図である。
【図１２】図１２は、インピーダンス検出部の詳細を表すブロック図である。
【図１３】図１３は、検出されたアンテナのインピーダンスに対する印加電圧の制御を説
明するための図である。
【図１４】図１４は、実施例３に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本願の開示する無線端末装置の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお
、以下の実施例により本願の開示する無線端末装置が限定されるものではない。また以下
では、無線端末装置として携帯電話を例に説明するが、これに限られるものではなく、無
線通信機能を備えた無線端末装置であればよい。
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【実施例１】
【００１５】
　図１は、実施例１に係る携帯電話のブロック図である。本実施例に係る携帯電話は、図
１に示すように、ＡＮＴ（antenna）スイッチ１、ＤＵＰ２１～２３、ＬＮＡ３１～３３
、ＰＡ４１～４３、ＢＢ部５、記憶部６、制御部７、開閉検知部８及びアンテナ９を有し
ている。
【００１６】
　ＡＮＴスイッチ１は、スイッチ１１～１３及びＦＥＴ（Field　Effect　Transistor）
スイッチ１４～１６を有している。
【００１７】
　スイッチ１１は、アンテナ９とＬＮＡ３１及びＰＡ４１とをＤＵＰ２１を介して接続す
る信号の伝送経路上に配置される。本実施例では、スイッチ１１は、アンテナ９とＤＵＰ
２１との間に設けられている。そして、周波数帯として第１のバンドを有する信号を送受
信する場合、スイッチ１１はＯＮになる。そして、周波数帯として、第２のバンド又は第
３のバンドを有する信号を送受信する場合、スイッチ１１はＯＦＦとなる。すなわち、ス
イッチ１１が配置された伝送経路は、第１のバンドを有する信号の送受信に用いられる。
以下では、第１のバンドを有する信号をＢａｎｄ１と言う。また、第２のバンドを有する
信号をＢａｎｄ２と言う。また、第３のバンドを有する信号をＢａｎｄ３と言う。
【００１８】
　スイッチ１２は、アンテナ９とＬＮＡ３２及びＰＡ４２とをＤＵＰ２２を介して接続す
る信号の伝送経路上に配置される。本実施例では、スイッチ１２は、アンテナ９とＤＵＰ
２２との間に設けられている。そして、Ｂａｎｄ２を送受信する場合、スイッチ１２はＯ
Ｎになる。そして、Ｂａｎｄ２又はＢａｎｄ３を送受信する場合、スイッチ１２はＯＦＦ
となる。すなわち、スイッチ１２が配置された伝送経路は、Ｂａｎｄ２の送受信に用いら
れる。
【００１９】
　スイッチ１３は、アンテナ９とＬＮＡ３３及びＰＡ４３とをＤＵＰ２３を介して接続す
る信号の伝送経路上に配置される。本実施例では、スイッチ１３は、アンテナ９とＤＵＰ
２３との間に設けられている。そして、Ｂａｎｄ３を送受信する場合、スイッチ１３はＯ
Ｎになる。そして、Ｂｎａｄ１又はＢｎａｄ２を送受信する場合、スイッチ１３はＯＦＦ
となる。すなわち、スイッチ１３が配置された伝送経路は、Ｂａｎｄ３の送受信に用いら
れる。このスイッチ１１～１３が「第１スイッチ」の一例にあたる。
【００２０】
　ＦＥＴスイッチ１４は、アンテナ９とＰＡ４１とを結ぶ信号の伝送経路とグランドとを
接続する経路上に配置されたスイッチである。すなわち、ＦＥＴスイッチ１４がＯＮの場
合、アンテナ９とＰＡ４１とを結ぶ伝送経路は基準電圧に落とされる。本実施例では、Ｆ
ＥＴスイッチ１４は、スイッチ１１とＤＵＰ２１との間に配置されている。
【００２１】
　ＦＥＴスイッチ１４は、例えば、－３Ｖ以下の電圧が印加されるとＯＦＦとなり－０．
８Ｖ以上の電圧が印加されるとＯＮとなるスイッチである。また、ＦＥＴスイッチ１４は
、－０．８Ｖ～－３Ｖの間の中間電圧が印加された場合、静電容量を有する。すなわち、
ＦＥＴスイッチ１４は、－０．８Ｖ～－３Ｖの間の中間電圧（以下では、単に「中間電圧
」と言う。）が印加された場合、コンデンサとみなすことができる。
【００２２】
　ここで、図２を参照して、ＦＥＴスイッチ１４の一例について具体的に説明する。図２
は、ＦＥＴスイッチの模式図である。
【００２３】
　ＦＥＴスイッチ１４は、ドレイン端子１４１、ゲート端子１４２、ソース端子１４３、
ドレイン半導体１４４、空乏層１４５、ソース半導体１４６及び基材１４７を有している
。
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【００２４】
　ゲート端子１４２に電圧を印加することで、空乏層１４５の厚さが変化する。そして、
ドレイン端子１４１、ドレイン半導体１４４、空乏層１４５、ソース端子１４３及びソー
ス半導体１４６は、空乏層１４５の厚さによって静電容量が決定するコンデンサとなる。
【００２５】
　静電容量が十分に小さい場合、すなわち、空乏層１４５が十分に大きい場合、ドレイン
半導体１４４とソース半導体１４６とが電気的に絶縁される。これにより、ソース端子１
４３とドレイン端子１４１との間で信号の授受が行われなくなる。すなわち、ＦＥＴスイ
ッチ１４は、ＯＦＦ状態となる。また、静電容量が十分に大きい場合、すなわち、空乏層
１４５が十分に小さい場合、ドレイン半導体１４４とソース半導体１４６とが電気的に接
続される。これにより、ソース端子１４３とドレイン端子１４１との間で信号の授受が行
われるようになる。すなわち、ＦＥＴスイッチ１４は、ＯＮ状態となる。ここで、ＦＥＴ
スイッチ１４は、ゲート端子１４２に０Ｖの電圧が印加されている状態でＯＮとなるＤＦ
ＥＴ（Depletion　type　FET）である。すなわち、ゲート端子１４２に０Ｖが印加される
と静電容量は十分大きくなり、ＦＥＴスイッチ１４はＯＮとなる。ここで、ＦＥＴスイッ
チ１４は、ゲート端子１４２に－０．８Ｖより大きい電圧が印加されるとＯＮとなる。ま
た、ゲート端子１４２にスレッショルド電圧である－０．３Ｖより小さい電圧が印加され
ると、静電容量は十分小さくなり、ＦＥＴスイッチ１４はＯＦＦとなる。
【００２６】
　そして、－０．８Ｖ以上かつ－０．３Ｖ以下の中間電圧がゲート端子１４２に印加され
ると、ＦＥＴスイッチ１４は、ＯＮとＯＦＦの中間の状態となる。この場合、ＦＥＴスイ
ッチ１４は、コンデンサとみなすことができる。そして、中間電圧を変化させることで、
ＦＥＴスイッチ１４の静電容量が変化する。
【００２７】
　ＦＥＴスイッチ１４は、後述する制御部７からの制御を受けて中間電圧が印加され、所
定の静電容量を有するコンデンサとなる。
【００２８】
　ＦＥＴスイッチ１５は、アンテナ９とＰＡ４２とを結ぶ信号の伝送経路とグランドとを
接続する経路上に配置されたスイッチである。すなわち、ＦＥＴスイッチ１５がＯＮの場
合、アンテナ９とＰＡ４２とを結ぶ伝送経路は基準電圧に落とされる。本実施例では、Ｆ
ＥＴスイッチ１５は、スイッチ１２とＤＵＰ２２との間に配置されている。
【００２９】
　そして、ＦＥＴスイッチ１５は、ＦＥＴスイッチ１４と同様の構成を有するスイッチで
ある。ＦＥＴスイッチ１５は、後述する制御部７からの制御を受けて中間電圧が印加され
、所定の静電容量を有するコンデンサとなる。
【００３０】
　ＦＥＴスイッチ１６は、アンテナ９とＰＡ４３とを結ぶ信号の伝送経路とグランドとを
接続する経路上に配置されたスイッチである。すなわち、ＦＥＴスイッチ１６がＯＮの場
合、アンテナ９とＰＡ４３とを結ぶ伝送経路は基準電圧に落とされる。本実施例では、Ｆ
ＥＴスイッチ１６は、スイッチ１３とＤＵＰ２３との間に配置されている。
【００３１】
　そして、ＦＥＴスイッチ１６は、ＦＥＴスイッチ１４と同様の構成を有するスイッチで
ある。ＦＥＴスイッチ１６は、後述する制御部７からの制御を受けて中間電圧が印加され
、所定の静電容量を有するコンデンサとなる。このＦＥＴスイッチ１４～１６が「第２ス
イッチ」の一例にあたる。
【００３２】
　図３は、実施例１に係る携帯電話のＡＮＴスイッチ部の回路例を示す図である。端子Ｔ
１は、ＦＥＴスイッチ１４のゲート端子に接続されている。端子Ｔ２は、ＦＥＴスイッチ
１５のゲート端子に接続されている。端子Ｔ３は、ＦＥＴスイッチ１６のゲート端子に接
続されている。端子Ｔ１～Ｔ３にはそれぞれ異なる電圧をかけることができる。これによ
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り、ＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６のそれぞれにゲート電圧を異ならせて印加
することができる。
【００３３】
　ＤＵＰ２１は、Ｂａｎｄ１信号の送受信信号の分波及び合成を行う。ＤＵＰ２１は、Ｂ
ａｎｄ１信号の送受信において１本のアンテナ９を共有するためのアンテナ共用器である
。ＤＵＰ２１は、後述するＰＡ４１から増幅された送信信号の入力を受ける。そして、Ｄ
ＵＰ２１は、スイッチ１１がＯＮの場合、アンテナ９を介して外部装置へ送信信号を送信
する。また、ＤＵＰ２１は、スイッチ１１がＯＮの場合、受信信号の入力をアンテナ９か
ら受ける。そして、ＤＵＰ２１は、受信信号をＬＮＡ３１へ出力する。
【００３４】
　ＤＵＰ２２は、Ｂａｎｄ２信号の送受信信号の分波及び合成を行う。ＤＵＰ２２は、Ｂ
ａｎｄ２信号の送受信において１本のアンテナ９を共有するためのアンテナ共用器である
。ＤＵＰ２２は、後述するＰＡ４２から増幅された送信信号の入力を受ける。そして、Ｄ
ＵＰ２２は、スイッチ１２がＯＮの場合、アンテナ９を介して外部装置へ送信信号を送信
する。また、ＤＵＰ２２は、スイッチ１２がＯＮの場合、受信信号の入力をアンテナ９か
ら受ける。そして、ＤＵＰ２２は、受信信号をＬＮＡ３２へ出力する。
【００３５】
　ＤＵＰ２３は、Ｂａｎｄ３信号の送受信信号の分波及び合成を行う。ＤＵＰ２３は、Ｂ
ａｎｄ３信号の送受信において１本のアンテナ９を共有するためのアンテナ共用器である
。ＤＵＰ２３は、後述するＰＡ４３から増幅された送信信号の入力を受ける。そして、Ｄ
ＵＰ２３は、スイッチ１３がＯＮの場合、アンテナ９を介して外部装置へ送信信号を送信
する。また、ＤＵＰ２３は、スイッチ１３がＯＮの場合、受信信号の入力をアンテナ９か
ら受ける。そして、ＤＵＰ２３は、受信信号をＬＮＡ３３へ出力する。
【００３６】
　ＬＮＡ３１は、受信信号の入力をＤＵＰ２１から受ける。そして、ＬＮＡ３１は、受信
信号を増幅する。そして、ＬＮＡ３１は、増幅した受信信号をＢＢ部５へ出力する。
【００３７】
　ＬＮＡ３２は、受信信号の入力をＤＵＰ２２から受ける。そして、ＬＮＡ３２は、受信
信号を増幅する。そして、ＬＮＡ３２は、増幅した受信信号をＢＢ部５へ出力する。
【００３８】
　ＬＮＡ３３は、受信信号の入力をＤＵＰ２３から受ける。そして、ＬＮＡ３３は、受信
信号を増幅する。そして、ＬＮＡ３３は、増幅した受信信号をＢＢ部５へ出力する。
【００３９】
　ＰＡ４１は、送信信号の入力をＢＢ部５から受ける。そして、ＰＡ４１は、受信した送
信信号を増幅する。そして、ＰＡ４１は、増幅した送信信号をＤＵＰ２１へ出力する。こ
こで、ＡＮＴスイッチ１におけるＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の静電容量の
調整により、アンテナ９のインピーダンスとＰＡ４１の出力との整合が取られている。そ
のため、ＰＡ４１は、アンテナ９のインピーダンスに関わらず、良い特性で増幅を行うこ
とができる。ここで、増幅器の特性が良いとは、電力、ひずみ、電圧などを勘案し、増幅
器の利得が最大となるように調整された特性のことである。
【００４０】
　ＰＡ４２は、送信信号の入力をＢＢ部５から受ける。そして、ＰＡ４２は、受信した送
信信号を増幅する。そして、ＰＡ４２は、増幅した送信信号をＤＵＰ２２へ出力する。こ
こで、ＡＮＴスイッチ１におけるＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の静電容量の
調整により、アンテナ９のインピーダンスとＰＡ４２の出力との整合が取られている。そ
のため、ＰＡ４２は、アンテナ９のインピーダンスに関わらず、良い特性で増幅を行うこ
とができる。
【００４１】
　ＰＡ４３は、送信信号の入力をＢＢ部５から受ける。そして、ＰＡ４３は、受信した送
信信号を増幅する。そして、ＰＡ４３は、増幅した送信信号をＤＵＰ２３へ出力する。こ
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こで、ＡＮＴスイッチ１におけるＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の静電容量の
調整により、アンテナ９のインピーダンスとＰＡ４３の出力との整合が取られている。そ
のため、ＰＡ４３は、アンテナのインピーダンスに関わらず、良い特性で増幅を行うこと
ができる。このＰＡ４１～４３が、「増幅器」の一例にあたる。
【００４２】
　ＢＢ部５は、操作者により入力された信号に対して変調を施し、送信信号であるベース
バンド信号を生成する。そして、ＢＢ部５は、送信信号の周波数からＰＡ１４～ＰＡ１６
のいずれで送信信号を増幅するかを決定する。そして、ＢＢ部５は、決定した増幅器に生
成した送信信号を出力する。また、ＢＢ部５は、送信信号のバンド情報を制御部７へ出力
する。
【００４３】
　また、ＢＢ部５は、ＬＮＡ３１～ＬＮＡ３３から受信信号の入力を受ける。そして、Ｂ
Ｂ部５は、受信した信号に対して復調を施し、表示部やスピーカなどを用いて操作者に復
調を施した信号の情報を提供する。このＢＢ部５が、「ベースバンド処理部」の一例にあ
たる。
【００４４】
　記憶部６は、メモリやハードディスクなどの記憶装置である。本実施例では、記憶部６
は、図４に示すバンドと携帯電話の開閉状態の組合せに対応させてスイッチ１１～１３の
ＯＮ／ＯＦＦ及びＦＥＴスイッチ１４～１６に印加する電圧が記載された設定情報テーブ
ル２００を予め記憶している。図４は、実施例１に係る携帯電話の設定情報テーブルの一
例の図である。
【００４５】
　図４に示すように、設定情報テーブル２００には、バンド、開閉状態、スイッチＯＮ／
ＯＦＦ及び印加電圧の項目が設けられている。設定情報テーブル２００のバンドの項は、
送信信号のバンド情報を表している。また、設定情報テーブル２００の開閉状態の項は、
携帯電話が開いた状態か閉じた状態かを表している。ここで、携帯電話が開いた状態と、
閉じた状態ではアンテナ９のインピーダンスが異なる。そのため、携帯電話の開閉状態が
分かれば、そのときのアンテナ９のインピーダンスが特定できる。すなわち、設定情報テ
ーブル２００は、アンテナ９のインピーダンスを携帯電話の開閉状態によって表している
。そして、設定情報テーブル２００のスイッチＯＮ／ＯＦＦの項が、送信信号のバンドに
対応するスイッチ１１～スイッチ１３のＯＮ／ＯＦＦ状態を表している。ここで、設定情
報テーブル２００のＳＷ（Switch）はスイッチを表している。さらに、設定情報テーブル
２００の印加電圧の項が、送信信号のバンド及び開閉状態の組に対応した、ＦＥＴスイッ
チ１４～１６に印加する電圧を表している。言い換えれば、設定情報テーブル２００の印
加電圧の項は、送信信号のバンドとアンテナ９のインピーダンス組に対応するＦＥＴスイ
ッチ１４～１６の印加電圧を表している。すなわち、設定情報テーブル２００を用いるこ
とで、送信信号のバンド情報及び携帯電話の開閉状態が特定されれば、その場合のスイッ
チ１１～１３のＯＮ／ＯＦＦ及びＦＥＴスイッチ１４～１６の印加電圧が特定される。
【００４６】
　例えば、送信信号のバンドがＢａｎｄ１かつ携帯電話が閉じた状態の場合について説明
する。この場合、対応するスイッチ１１～スイッチ１３のＯＮ／ＯＦＦ状態は、スイッチ
１１がＯＮでスイッチ１２及びスイッチ１３がＯＦＦである。これは、送信信号のバンド
がＢａｎｄ１の場合、ＰＡ４１で送信信号を増幅し、その増幅した送信信号をアンテナ９
から送信するためである。また、この場合に対応するＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッ
チ１６の印加電圧はそれぞれ、Ｖ１（２）～Ｖ３（２）である。ここで、この場合、スイ
ッチ１１がＯＮであり、ＰＡ４１で増幅された送信信号はＤＵＰ２１及びスイッチ１１を
経由してアンテナ９から送信される。そして、Ｖ１（２）、Ｖ２（２）及びＶ３（２）は
、それらの電圧を印加した場合のＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の静電容量に
よりアンテナ９のインピーダンスとＰＡ４１の出力との整合が取れるように決定されてい
る。言い換えれば、アンテナ９とＰＡ４１とを結ぶ伝送路の負荷インピーダンスをスミス
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チャートで表した場合に、表されたインピーダンスがスミスチャートの中心部に近づくよ
うにＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の静電容量が決定される。そして、その決
定された静電容量をＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６が有する電圧がＶ１（２）
、Ｖ２（２）及びＶ３（２）である。ここで、スイッチ１１がＯＮの場合、ＦＥＴスイッ
チ１４が、アンテナ９のインピーダンスに支配的な影響を与える。そこで、ＦＥＴスイッ
チ１４の静電容量を主に調整することになる。そして、ＦＥＴスイッチ１５及びＦＥＴス
イッチ１６はＯＮにしてグランドに接続し、ＤＵＰ２２及びＤＵＰ２３につながる伝送経
路を基準電圧に落としても良い。
【００４７】
　ここで、図４の設定情報テーブル２００には、３通りの設定情報が記載されているが、
実際には、使用するバンド数とそれに対応する開閉状態の数の設定情報が、設定情報テー
ブル２００に記載されている。また、ここでは送信信号のバンドがＢａｎｄ１かつ携帯電
話が閉じた状態の場合のＯＮ／ＯＦＦ状態及び印加電圧について説明したが、バンドや開
閉状態が他の場合においても、同様にＯＮ／ＯＦＦ状態及び印加電圧が決定される。
【００４８】
　開閉検知部８は、携帯電話の筐体が開いた状態又は閉じた状態のいずれであるかを検出
する。例えば、開閉検知部８は、ヒンジ機構に設けられたセンサであり、ヒンジ機構の角
度を検知してその角度に応じて筐体の開閉を検出する。そして、開閉検知部８は、携帯電
話の筐体の開閉状態の情報を制御部７へ出力する。開閉検知部８は、「インピーダンス取
得部」の一例にあたる。
【００４９】
　制御部７は、送信信号のバンド情報をＢＢ部５から受信する。また、制御部７は、携帯
電話の筐体の開閉状態の入力を開閉検知部８から受ける。
【００５０】
　そして、制御部７は、受信したバンド情報及び開閉状態に対応する、スイッチ１１～１
３のＯＮ／ＯＦＦ及びＦＥＴスイッチ１４～１６の印加電圧を取得する。例えば、送信信
号のバンドがＢａｎｄ１であり、携帯電話が閉じた状態の場合、制御部７は、スイッチ１
１がＯＮ、スイッチ１２及びスイッチ１３がＯＦＦ及びＦＥＴスイッチ１４～１６のそれ
ぞれに対する印加電圧がＶ１（２）～Ｖ３（２）という情報を取得する。
【００５１】
　そして、制御部７は、取得した情報に合わせてスイッチ１１～１３及びＦＥＴスイッチ
１４～１６の制御を行う。例えば、制御部７が、スイッチ１１がＯＮ、スイッチ１２及び
スイッチ１３がＯＦＦ及びＦＥＴスイッチ１４～１６のそれぞれに対する印加電圧がＶ１
（２）～Ｖ３（２）という情報を取得した場合で説明する。制御部７は、スイッチ１１を
ＯＮにする。これにより、ＰＡ４１から出力された送信信号が、アンテナ９を介して送信
されることになる。また、制御部７は、スイッチ１２及びスイッチ１３をＯＦＦにする。
これにより、ＤＵＰ２２及びＤＵＰ２３からの信号がアンテナ９へ伝わらなくなると共に
、アンテナ９から入力される信号がＤＵＰ２２及びＤＵＰ２３へ伝わらなくなる。また、
制御部７は、ＦＥＴスイッチ１４に対してＶ１（２）のゲート電圧をかけ所定の静電容量
を有するコンデンサとする。また、制御部７は、ＦＥＴスイッチ１５に対してＶ２（２）
のゲート電圧をかけ所定の静電容量を有するコンデンサとする。また、制御部７は、ＦＥ
Ｔスイッチ１６に対してＶ３（２）のゲート電圧をかけ所定の静電容量を有するコンデン
サとする。これにより、アンテナ９のインピーダンスとＰＡ４１の出力のインピーダンス
との整合が取れる。言い換えれば、アンテナ９とＰＡ４１とを結ぶ伝送路の負荷インピー
ダンスをスミスチャートで表した場合に、表された負荷インピーダンスがスミスチャート
の中心部付近となる。
【００５２】
　また、ここでは、送信信号のバンド及び開閉状態の全ての組においてＦＥＴスイッチ１
４～１６への印加電圧を調整してアンテナ９のインピーダンスとＰＡ４１～４３のうちの
送信信号を増幅する増幅器の出力インピーダンスとを整合させるように説明した。ただし
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、送信信号のバンド及び開閉状態の全ての組で送信信号の伝送経路以外に配置されたＦＥ
Ｔスイッチをコンデンサとして用いる必要は無い。例えば、開いた状態のアンテナインピ
ーダンスとＰＡのインピーダンスとが整合するように、ＰＡが予め設計されている場合が
ある。その場合、開いた状態では、ＦＥＴスイッチをコンデンサとして用いてインピーダ
ンスを整合させなくてもよい。そこで、開いた状態では、単に、送信信号の伝送経路に配
置されたＦＥＴスイッチをＯＦＦにして、他のＦＥＴスイッチをＯＮにするようにしても
よい。
【００５３】
　次に、図５を参照して、本実施例に係る携帯電話の信号送信の処理の流れについて説明
する。図５は、実施例１に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである。
【００５４】
　制御部７は、開閉検知部８が検知した携帯電話の開閉状態の情報を取得する（ステップ
Ｓ１０１）。
【００５５】
　次に、制御部７は、送信信号として使用する信号のバンドの情報をＢＢ部５から取得す
る（ステップＳ１０２）。
【００５６】
　そして、制御部７は、開閉状態の情報及びバンド情報に対応するスイッチ１１～スイッ
チ１３のＯＮ／ＯＦＦの情報及びＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６の印加電圧の
情報である設定情報を取得する（ステップＳ１０３）。
【００５７】
　制御部７は、取得した設定情報に合わせてスイッチ１１～スイッチ１３のＯＮ／ＯＦＦ
を制御する。さらに、制御部７は、取得した設定情報に合わせてＦＥＴスイッチ１４～Ｆ
ＥＴスイッチ１６へ電圧を印加する（ステップＳ１０４）。
【００５８】
　ＢＢ部５は、操作者から入力された信号を変調する（ステップＳ１０５）。
【００５９】
　ＰＡ１４～ＰＡ１６のうち送信信号のバンドに応じた増幅器が、変調された送信信号の
入力をＢＢ部５から受ける。そして、送信信号の入力を受けた増幅器は、送信信号を増幅
する（ステップＳ１０６）。
【００６０】
　そして、増幅された送信信号は、アンテナ９から送信される（ステップＳ１０７）。
【００６１】
　ここで、図６を参照して、本実施例に係る携帯電話による負荷インピーダンスの変化に
ついて説明する。図６は、実施例１に係る携帯電話による負荷インピーダンスの変化を説
明するためのスミスチャートである。ここでは、携帯電話は、開いた状態でのインピーダ
ンスが整合するように設計されている場合で説明する。
【００６２】
　実線３００は、ＩＳＯを単に除いただけで、インピーダンスの整合を行わない場合の携
帯電話を開いた状態での伝送経路のインピーダンスを表している。詳しくは、実線３００
は、携帯電話を閉じた状態でのＰＡ４１～４３のうち各バンドに対応する増幅器とアンテ
ナとを結ぶ伝送経路の負荷インピーダンスをバンド毎に求めそれらを結んだものである。
【００６３】
　ここでは、携帯電話を開いた状態でのインピーダンスが整合するように設計されている
ため、実線３００はスミスチャートの中央付近にある。そこで、開いた状態でのインピー
ダンスの整合を行わなくてもよい。そのため、本実施例に係る携帯電話でもＦＥＴスイッ
チをコンデンサとして用いたインピーダンスの整合は行わない。すなわち、本実施例に係
る携帯電話の開いた状態での伝送経路のインピーダンスも実線３００で表される。
【００６４】
　これに対して、点線３０２は、ＩＳＯを単に除いただけで、インピーダンスの整合を行
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わない場合の携帯電話を閉じた状態での伝送経路のインピーダンスを表している。詳しく
は、点線３０２は、携帯電話を閉じた状態でのＰＡ４１～４３のうち各バンドに対応する
増幅器とアンテナとを結ぶ伝送経路の負荷インピーダンスをバンド毎に求めそれらを結ん
だものである。
【００６５】
　点線３０２は、スミスチャートの紙面に向かって上側に大きく延びてしまっており、負
荷インピーダンスは周波数によって大きく変動している。これでは、使用する周波数によ
っては増幅器の増幅による歪が大きくなってしまい信号が劣化してしまう。そこで、この
場合には、インピーダンスの整合を行うことが好ましい。この場合、伝送経路とグランド
との間にコンデンサとしてみなすことができるＦＥＴスイッチを挿入することで、スミス
チャートの紙面に向かって左上から右下方向にインピーダンスを変化させることができる
。すなわち、本実施例に係る携帯電話を用いることで、点線３０２で表されるインピーダ
ンスをスミスチャートの紙面に向かって左上から右下方向に向けて移動させることができ
る。
【００６６】
　一点鎖線３０１は、本実施例に係る携帯電話を閉じた状態での伝送経路のインピーダン
スを表している。詳しくは、一点鎖線３０１は、本実施例に係る携帯電話を閉じた状態で
のＰＡ４１～４３のうち各バンドに対応する増幅器とアンテナとを結ぶ伝送経路の負荷イ
ンピーダンスをバンド毎に求めそれらを結んだものである。
【００６７】
　一点鎖線３０１は、点線３０２よりもスミスチャートの中心に近づいている。すなわち
、本実施例に係る携帯電話の方が、ＩＳＯを単に除いただけで、インピーダンスの整合を
行わない場合の携帯電話に比べて、負荷インピーダンスが安定している。
【００６８】
　このように、本実施例の携帯電話は、ＦＥＴスイッチ１４～１６を伝送経路とグランド
とを結ぶコンデンサとして用いることで、アンテナのインピーダンスが変化した場合の負
荷インピーダンスを改善することができる。
【００６９】
　以上に説明したように、本実施例に係る無線端末装置は、アンテナスイッチをコンデン
サとして用いることにより、アンテナのインピーダンスとＰＡのインピーダンスとを整合
させることができる。これにより、アイソレータをＰＡとアンテナとの間に設けなくても
、アンテナのインピーダンスが変化した影響がＰＡに及ぶことを抑えることができる。し
たがって、電力効率を下げずに部品を削減することができる。
【実施例２】
【００７０】
　図７は、実施例２に係る携帯電話のブロック図である。本実施例に係る携帯電話は、実
施例１の携帯電話のスイッチ１１～スイッチ１３をＦＥＴスイッチに代えたものである。
図７において、図１と同じ符号を有する各部は、特に説明の無い限り同じ機能を有するも
のとする。
【００７１】
　図７に示すように、本実施例に係る携帯電話のＡＮＴスイッチ１は、ＦＥＴスイッチ１
４～ＦＥＴスイッチ１９を有する。
【００７２】
　ＦＥＴスイッチ１７は、アンテナ９とＬＮＡ３１及びＰＡ４１とをＤＵＰ２１を介して
接続する信号の伝送経路上に配置される。本実施例では、ＦＥＴスイッチ１７は、アンテ
ナ９とＤＵＰ２１との間に設けられている。
【００７３】
　ＦＥＴスイッチ１７は、ＦＥＴスイッチ１４と同様の構成を有するスイッチである。Ｆ
ＥＴスイッチ１７は、送信信号のバンドがＢａｎｄ１の場合、制御部７からの制御を受け
て、－０．８Ｖ以下の電圧が印加されＯＮとなる。また、ＦＥＴスイッチ１７は、送信信
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号のバンドがＢａｎｄ２又はＢａｎｄ３の場合、制御部７からの制御を受けて、中間電圧
が印加され所定の静電容量を有するコンデンサとなる。
【００７４】
　ＦＥＴスイッチ１８は、ＦＥＴスイッチ１４と同様の構成を有するスイッチである。Ｆ
ＥＴスイッチ１８は、送信信号のバンドがＢａｎｄ２の場合、制御部７からの制御を受け
て、－０．８Ｖ以下の電圧が印加されＯＮとなる。また、ＦＥＴスイッチ１８は、送信信
号のバンドがＢａｎｄ１又はＢａｎｄ３の場合、制御部７からの制御を受けて、中間電圧
が印加され所定の静電容量を有するコンデンサとなる。
【００７５】
　ＦＥＴスイッチ１９は、ＦＥＴスイッチ１４と同様の構成を有するスイッチである。Ｆ
ＥＴスイッチ１９は、送信信号のバンドがＢａｎｄ３の場合、制御部７からの制御を受け
て、－０．８Ｖ以下の電圧が印加されＯＮとなる。また、ＦＥＴスイッチ１９は、送信信
号のバンドがＢａｎｄ１又はＢａｎｄ２の場合、制御部７からの制御を受けて、中間電圧
が印加され所定の静電容量を有するコンデンサとなる。このＦＥＴスイッチ１７～１９が
、「第１スイッチ」の一例にあたる。
【００７６】
　図８は、実施例２に係る携帯電話のＡＮＴスイッチ部の回路例を示す図である。端子Ｔ
１は、ＦＥＴスイッチ１４のゲート端子に接続されている。端子Ｔ２は、ＦＥＴスイッチ
１５のゲート端子に接続されている。端子Ｔ３は、ＦＥＴスイッチ１６のゲート端子に接
続されている。端子Ｔ４は、ＦＥＴスイッチ１７のゲート端子に接続されている。端子Ｔ
５は、ＦＥＴスイッチ１８のゲート端子に接続されている。端子Ｔ６は、ＦＥＴスイッチ
１９のゲート端子に接続されている。端子Ｔ１～Ｔ６にはそれぞれ異なる電圧をかけるこ
とができる。これにより、ＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１９のそれぞれにゲート
電圧を異ならせて印加することができる。
【００７７】
　図９は、実施例２に係る携帯電話の設定情報テーブルの一例の図である。図９に示すよ
うに、本実施例では、設定情報テーブル４００には、バンド、開閉状態及び印加電圧の項
目が設けられている。設定情報テーブル４００の印加電圧の項には、バンド情報及び開閉
状態の組に対応するＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１９のそれぞれに印加する電圧
が記載されている。
【００７８】
　例えば、送信信号のバンドがＢａｎｄ１かつ携帯電話が閉じた状態の場合について説明
する。この場合、対応するＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１９のそれぞれに印加す
る電圧は、Ｖ’１（２）～Ｖ’６（２）となる。ここで、送信信号のバンドがＢａｎｄ１
の場合、ＰＡ４１で送信信号を増幅し、その増幅した送信信号をアンテナ９から送信する
ので、ＦＥＴスイッチ１７はＯＮとなる。そこで、Ｖ’４（２）は、－０．８Ｖよりも高
い電圧である。この場合、ＦＥＴスイッチ１７がＯＮであり、ＰＡ４１で増幅された送信
信号はＤＵＰ２１及びスイッチ１１を経由してアンテナ９から送信される。そして、Ｖ’
１（２）、Ｖ’２（２）、Ｖ’３（２）、Ｖ’５（２）及びＶ’６（２）は、それらの電
圧を印加した場合のＦＥＴスイッチ１４～１６、１８及び１９の静電容量によりアンテナ
９のインピーダンスとＰＡ４１の出力インピーダンスとの整合が取れるように決定されて
いる。言い換えれば、アンテナ９とＰＡ４１とを結ぶ伝送路の負荷インピーダンスをスミ
スチャートで表した場合に、表された負荷インピーダンスがスミスチャートの中心部に近
づくようにＦＥＴスイッチ１４～１６、１８及び１９の静電容量が決定される。そして、
その決定された静電容量をＦＥＴスイッチ１４～１６、１８及び１９が有する電圧がＶ’
１（２）、Ｖ’２（２）、Ｖ’３（２）、Ｖ’５（２）及びＶ’６（２）である。
【００７９】
　ここで、図９の設定情報テーブル４００には、３通りの設定情報が記載されているが、
実際には、使用するバンド数とそれに対応する開閉状態の数の設定情報が、設定情報テー
ブル４００に記載されている。また、ここでは送信信号のバンドがＢａｎｄ１かつ携帯電
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話が閉じた状態の場合の印加電圧について説明したが、バンドや開閉状態が他の場合にお
いても、同様に印加電圧が決定される。
【００８０】
　次に、図１０を参照して、本実施例に係る携帯電話の信号送信の処理の流れについて説
明する。図１０は、実施例２に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである。
【００８１】
　制御部７は、開閉検知部８が検知した携帯電話の開閉状態の情報を取得する（ステップ
Ｓ２０１）。
【００８２】
　次に、制御部７は、送信信号として使用する信号のバンドの情報をＢＢ部５から取得す
る（ステップＳ２０２）。
【００８３】
　そして、制御部７は、開閉状態の情報及びバンド情報に対応するＦＥＴスイッチ１４～
ＦＥＴスイッチ１９の印加電圧の情報である設定情報を取得する（ステップＳ２０３）。
【００８４】
　制御部７は、取得した設定情報に合わせてＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１９へ
電圧を印加する（ステップＳ２０４）。
【００８５】
　ＢＢ部５は、操作者から入力された信号を変調する（ステップＳ２０５）。
【００８６】
　ＰＡ４１～ＰＡ４３のうち送信信号のバンドに応じた増幅器が、変調された送信信号の
入力をＢＢ部５から受ける。そして、送信信号の入力を受けた増幅器は、送信信号を増幅
する（ステップＳ２０６）。
【００８７】
　そして、増幅された送信信号は、アンテナ９から送信される（ステップＳ２０７）。
【００８８】
　以上に説明したように、本実施例に係る携帯電話は、伝送経路とグランドとの間に配置
されたコンデンサとみなせるＦＥＴスイッチに加えて、伝送経路上にコンデンサとみなせ
るＦＥＴスイッチを配置している。これにより、伝送経路上に配置されたＦＥＴスイッチ
を、アンテナのインピーダンスとＰＡの出力インピーダンスとの整合に用いることができ
る。ここで、伝送経路とグランドとの間のコンデンサの静電容量の調整では、整合できる
範囲は容量性の領域に限られ、調整できる範囲がスミスチャートの上半分に限定されてし
まうおそれがある。これでは、アンテナのインピーダンスが誘導性となった場合に対応が
できない。これに対して、伝送経路上のコンデンサの静電容量を調整することで、誘導性
の領域に対しても整合を行うことができる。すなわち、本実施例に係る無線端末装置を用
いることで、許容性及び許容性のいずれの領域に対しても整合を行うことができる。した
がって、実施例１の場合に比べて、本実施例に係る無線端末装置ではアンテナのインピー
ダンスの変化に対して整合を行える範囲を広げることができ、より適切にインピーダンス
の整合を行うことができる。
【実施例３】
【００８９】
　図１１は、実施例３に係る携帯電話のブロック図である。本実施例に係る携帯電話は、
アンテナのインピーダンスの変化を取得して、その変化に応じて印加電圧を変化させるこ
とが実施例１及び実施例２と異なるものである。そこで、以下では、アンテナのインピー
ダンスの検出及び検出したインピーダンスによる印加電圧の調整について主に説明する。
図１１において、図１と同じ符号を有する各部は、特に説明の無い限り同じ機能を有する
ものとする。また、以下の説明では、実施例１を基にした場合の説明を行うが、実施例２
に本実施例の機能を加えることもでき、その場合にも同様の効果を奏する。
【００９０】
　本実施例に係る携帯電話は、図１１に示すように、インピーダンス検出部１０が、アン
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テナ９とＡＮＴスイッチ１の間に配置されている。また、この場合、図１における開閉検
知部８を設けなくてもよく、本実施例では、開閉検知部８を設けない場合で説明する。図
１２は、インピーダンス検出部の詳細を表すブロック図である。
【００９１】
　インピーダンス検出部１０は、図１２に示すように、ＰＲＥＶ（Power　Reverse：反射
波電力）取得部１０１、ＰＦＲＤ（Power　Forward：進行波電力）取得部１０２及びイン
ピーダンス算出部１０３を有している。インピーダンス検出部１０が、「インピーダンス
取得部」の一例にあたる。
【００９２】
　アンテナ９のインピーダンスの影響で反射波が発生している。そして、ＰＲＥＶ取得部
１０１は、アンテナ９のインピーダンスによる反射波の電力を取得する。そして、ＰＲＥ
Ｖ取得部１０１は、取得した反射波電力をインピーダンス算出部１０３へ出力する。
【００９３】
　ＰＦＲＤ取得部１０２は、ＡＮＴスイッチ１からアンテナ９に向かう進行波の電力を取
得する。そして、ＰＦＲＤ取得部１０２は、取得した進行波電力をインピーダンス算出部
１０３へ出力する。
【００９４】
　インピーダンス算出部１０３は、反射波電力の入力をＰＲＥＶ取得部１０１から受ける
。また、インピーダンス算出部１０３は、進行波電力の入力をＰＦＲＤ取得部１０２から
受ける。そして、インピーダンス算出部１０３は、進行波電力と反射波電力との比を求め
ることで、アンテナ９のインピーダンスを算出する。そして、インピーダンス算出部１０
３は、算出したアンテナ９のインピーダンスを制御部７へ出力する。
【００９５】
　制御部７は、アンテナ９のインピーダンスの入力をインピーダンス算出部１０３から受
ける。そして、制御部７は、受信したアンテナ９のインピーダンスに応じて、ＦＥＴスイ
ッチ１４～１６のそれぞれに対して印加する電圧を変化させそれぞれの静電容量を調整す
る。そして、制御部７は、インピーダンス算出部１０３から入力されるアンテナ９のイン
ピーダンスが所定値になるまでＦＥＴスイッチ１４～１６の静電容量の調整を行う。ここ
で、本実施例では、制御部７は、アンテナ９のインピーダンスの所定値を１０ｄＢとして
いる。
【００９６】
　ここで、図１３を参照して、制御部７によるアンテナ９のインピーダンスの調整の一例
を説明する。図１３は、検出されたアンテナのインピーダンスに対する印加電圧の制御を
説明するための図である。図１３の横軸はゲートソース間電圧を表しており、縦軸はドレ
イン電流を表している。そして、実線がＦＥＴスイッチ１４の伝達特性５００を表してい
る。この伝達特性は、ＦＥＴスイッチ１５及び１６でも同じである。ここで、アンテナ９
のインピーダンスは、ΔＶＧＳ／ΔＩＤＳとなる。例えば、点線で表されるΔＶＧＳに対
応するΔＩＤＳは一点鎖線で表される。この場合、点線と一点鎖線とが形成する直角三角
形の斜辺の傾きがアンテナ９のインピーダンスとなる。すなわち、伝達特性５００の傾き
がゆるければ、アンテナ９のインピーダンスが高いことを示している。また、伝達特性５
００の傾きが急であれば、アンテナ９のインピーダンスが低いことを示している。すなわ
ち、伝達特性５００は、電圧を高くするとインピーダンスが下がることを示している。
【００９７】
　制御部７は、図１３に示すＦＥＴスイッチ１４～１６の伝達特性を記憶しておく。そし
て、制御部７は、記憶している伝達特性から受信したアンテナ９のインピーダンスを１０
ｄＢにするように、各ＦＥＴスイッチ１４～１６の電圧を高くするか低くするかを決める
。そして、制御部７は、ＦＥＴスイッチ１４～１６のそれぞれに印加している電圧を、決
定した電圧に変化させる。このようにして、制御部７は、アンテナ９のインピーダンスが
所定値になるように調整を行う。
【００９８】
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　次に、図１４を参照して、本実施例に係る携帯電話の信号送信の処理の流れについて説
明する。図１４は、実施例３に係る携帯電話の信号送信の処理のフローチャートである。
【００９９】
　制御部７は、送信信号として使用する信号のバンドの情報をＢＢ部５から取得する。そ
して、制御部７は、バンド情報に合わせてスイッチ１１～スイッチ１３のＯＮ／ＯＦＦを
制御する（ステップＳ３０１）。
【０１００】
　インピーダンス検出部１０は、アンテナ９のインピーダンスを検出する（ステップＳ３
０２）。
【０１０１】
　制御部７は、アンテナ９のインピーダンスの入力をインピーダンス検出部１０から受け
る。そして、制御部７は、受信したアンテナ９のインピーダンスが所定値か否かを判定す
る（ステップＳ３０３）。
【０１０２】
　アンテナ９のインピーダンスが所定値でない場合（ステップＳ３０３否定）、制御部７
は、受信したアンテナ９のインピーダンスが所定値に近づくようにＦＥＴスイッチ１４～
ＦＥＴスイッチ１６の印加電圧を求める（ステップＳ３０４）。
【０１０３】
　制御部７は、求めた印加電圧をＦＥＴスイッチ１４～ＦＥＴスイッチ１６のそれぞれへ
印加する（ステップＳ３０５）。その後、ステップＳ３０２へ戻る。
【０１０４】
　これに対して、アンテナ９のインピーダンスが所定値の場合（ステップＳ３０３肯定）
、ＢＢ部５は、操作者から入力された信号を変調する（ステップＳ３０６）。
【０１０５】
　そして、ＰＡ４１～ＰＡ４３のうち送信信号のバンドに応じた増幅器が、変調された送
信信号の入力をＢＢ部５から受ける。そして、送信信号の入力を受けた増幅器は、送信信
号を増幅する（ステップＳ３０７）。
【０１０６】
　そして、増幅された送信信号は、アンテナ９から送信される（ステップＳ３０８）。
【０１０７】
　以上に説明したように、本実施例に係る携帯電話は、アンテナのインピーダンスを検出
し、検出したインピーダンスを基にＦＥＴスイッチの静電容量を調整して、アンテナイン
ピーダンスとＰＡの出力インピーダンスとを整合させる。これにより、本実施例に係る無
線端末装置は、実施例１及び実施例２の場合に比べてより適切にアンテナインピーダンス
とＰＡの出力インピーダンスとを整合させることができる。また、本実施例に係る無線端
末装置によれば、アンテナのインピーダンスのどのような変化に対しても、適切にアンテ
ナインピーダンスとＰＡの出力インピーダンスとを整合させることができる。
【０１０８】
　また、以上の各実施例では、３つのバンドを使用する場合で説明したが、バンドの数に
は特に制限は無い。
【符号の説明】
【０１０９】
　１　ＡＮＴスイッチ
　５　ＢＢ部
　６　記憶部
　７　制御部
　８　開閉検知部
　９　アンテナ
　１０　インピーダンス検出部
　１１～１３　スイッチ
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　１４～１９　ＦＥＴスイッチ
　２１～２３　ＤＵＰ
　３１～３３　ＬＮＡ
　４１～４３　ＰＡ
　１０１　ＲＲＥＶ取得部
　１０２　ＰＦＲＤ取得部
　１０３　インピーダンス算出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】
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